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モ ル モ ッ ト に お け る ツ ベ ル ク リ ン 反 応

第7報 各菌 株 感 作後40週 まで観 察 した動 物 にお け る反応 の時 間的推 移

三 浦 馨 ・浅 見 望

国立予防衛生研究所結核部(部 長 柳沢 謙)

受付 昭和31年9月15日

I緒 言

われ われ1)は さ きに未感作 モル モ ッ ト,結 核感作 モル

モ ッ トに対 しOT100倍 稀釈液,1,000倍 稀釈液お よび対

照液等 を注射 した場合におけ る反応 の時 間的推 移を調べ

たが,い の場 合に使用 した動物は感作後2ヵ 月経過 した

ものであつた。今 回は先報2)に 引続 き,OT1,000倍 と

10,000倍 稀釈液 を注射後24時 間お よび48時 間 ににお け る反

応の差,な らび に感作後,4,8,12,24週 等 に反応の時

間的推移 を調べ たので,そ の大要 を報告す る。

II実 験 方 法

1.使 用動物

感作方法 は第4報 と同一 の ものであ る。す なわ ち,I

群は18-b株 生菌1m9,II群 はBCG株 生菌1mg,III～

V群 はH2株 生菌の それ ぞれ0.0001mg,0.01mg,1mg,

VI群 は青 山B株 死 菌流動パ ラフ ィン6mg等 にによつて感

作 した もので あ る。

2.判 定方法

全 群59例 につい ては2週 か ら40週 まで12回 につい て,

OT1,000倍 と10,000倍 稀釈液 を用 い24時 間お よび48時

間の2回 判定 した。 いれ らの うち各 群10匹 ずつについて

は感作後,4,8,12お よび24週 の4回 にわ た り,注 射

後,6,12,18,24,36,48,72お よび92時 間 の8回 硬

結 の大 きさを調べた。注射 は午後5時 に行つ た。

3.そ の他 はすべ て第4報 と同一 であ るので省略 す。

III実 験 成 績

図1感 作後4過 にお けるOT1,000倍 液

によ る反応 の時 間的推 移

図2感 作後8週 ににお けるOT1,000倍 液

によ る反応 の時間的推移

図3感 作後12過 におけ るOT1,000倍 液

による反応 の時間的推移

図4感 作後24週 にお けるOT1,000倍 液

による反応の時間的推移

1.反 応の時間的推 移

OT1,000倍 と10,000倍 稀釈液 による反応の時間的推

移 を調べたので あるが,後 者 による反応 は弱い ため,そ

れ を図示 す ると,各 群 の線が重複 して明 らか な差異が認

め られ なかつ たので,い いには,1,000倍 稀釈液 にによ る
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反応 のみについて述べ る。す なわち,群 別 による平均値

を図示すれ ば図1～4の 如 くで ある。4過 における反応

をみ るに,一 般 に反応が弱 いため,線 はか な り重複 し,

ただ1群 および対照群 のみが他 の群 とやや離 れてい るに

す ぎない。1群 は6時 間で12mmを 呈 し,12時 間では最

高の12.5mmと な り,次 で24時 間まで同一の大 きさを保

ち,そ の後かな り急 に反応の減少が み られ72時 間では

3.5mm,96時 間では1～2例 を除 き反応 は消失 し て い

る。しか るに,II～VI群 で はいれ よ り反応 は一般 にやや

大 きく,そ の最大値 はいずれ の群 におい て も12時間で あ

る。次 で,24時 間まで は0.5～1.0mmの 差で減少 し,そ

の後徐 々にに反応 は小 さくな り,72時 間で は10mmを 呈 し

てい る。 しか る に,96時 間では急 にに反応 は小 さくな り

5mmを 呈 す る群が多かつた。 いれに対 し対照 群では12

時間の反応が最 も大 き く9mm,そ の後急激 にに反応は減

じ48時 間ににはほ とん ど消失 していた。次 ぎに,8過 にお

け る反応 をみ るにに,一般 に4週 よ りも反応は 大 き くな

り,か つ群 にによる反応の差 も明 らかであ る。なお,6時

間 におけ る各 群の反応の大 きさの差は少ないがその後漸

次 群によ る反応 の差が著 しくなつてい る。すなわ ち,I

群お よびII群 にお ける反応の推移は4過 にお ける各群 と

等 しい傾向 を示 したが,V群 お よびVI群 で は6時 間 よ り

急 にに反応の大 きさを増 し18時 間 にには最大値 を示 し,24時

間 ににおい て も同一値 を保つ も,そ の後時間 の経過 と共 に

反応 は漸減す るが,96時 間 にいたる も10～12mmの 反応

が残 つていた。III群およびW群 は,I群 とVI群 の中間を

動 揺 してい る。対照群 の反応 は6時 間が最 も大 きく,そ

の後,急 減 し,48時 間で消失 していた。次で,12過 におけ

る反応 もその傾向は,ほ ぼ さきの8週 と等 しいが,た だ

いの場合,III群 のみは1群 お よびII群 よ りも反応は弱 く

かつ,そ の減少 も急で あつ た。24過 にお ける反応 をみる

に,一 股 にに反応の最大 にに達す る時間が お くれ,I群 以外

はすべ て24時 間が最 も大 きかつ た。 その後,反 応 の減 少

度 もさ きの ものに比 ぶれ ばやや お くれ てい た。なお,6

時 間値 よ りも12持 間値の小 さい ものが あ るも,い れ は,

注射時期が11月 であ るため,夜 間の光線 に よる判定誤 差

と考 え られ る。か くの如 く,III～VI群 では週 を追 うにに従

つて反応の最大にに達す る時 間がお くれ,そ の消失時間 も

お そ くなつてい る。 しか し,I群 お よびII群 などの如 き

弱反応 の もので は過 による差 はあま り認 め られ ない。

表1感 作動物59例 のOT注 射後24時 間 と48時 間 とににおけ る反応差 の度 数分布表

2.反 応差 の度数分布

24時 間値か ら48時間値 を引い た ものの度数分布 は表1

の如 くで ある。 まず,1,000培 稀釈液 について みるに,

その差が-2mm以 下の ものは少 な く,各 過 に1～2例

あ るにす ぎない。また,そ の差が-1mm～1mmの もの

は比較 的多 く,い れ を週 毎ににみる と,2～8週 では11～

15例 であ るが12～16週 では最 も少な く6～7例 とな り,

次で,週 を追つて その数 を増 し,36週 では全 例の約半数

の30例 に達 した。 しか し,40週 にこは再 び その数 は少 な く

な つ て い る。次 で,2～4mmの 差 の もの は各 週 と も最

も多 く,そ の 数 もほ ぼ 一定 で25～35例 で あ つ た 。 さ ら

に,5～7mmの 差 の もの を み るに そ の 数 は 先 きの-1

mm～1.0mmの もの と逆 比 例 して い るの が み られ る。 ま

た,8mm以 上 の差 の もの は各 過 に2～3例 み られ た 。

次 ぎにに10,000倍 稀 釈 液 を各 過 につ い て み るに,差 が2～

4mmの もの が最 も多 く,次 で5～7mm,-1mm～1

mm,8～10mnの 順 とな つ てい る。 す なわ ち,1,000倍

稀 釈 液 にに比 べ 一 般 に24時 間 と48時 間 との差 は 大 き くな つ
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てい るが,時 期 による傾 向はあ きらかで ない。

IV考 案

人体 ににおけ るツベル ク リン反応の最大時 をみ るのにに,

一 般 にBCG接 種者では24時 間,自 然感染者では48時 間

ない し72時 間であ るといわれていた。(熊谷3),渋 谷42,

新津5)し か し,柳 沢6)ら が学童 について行つた結果で

はBCG接 種 者において も,自 然 感染 者において も反応

の最 大時 は30～36時 間であ り,た だ,自 然感染 者ではB

CG接 種 者 よ りも反応が大 きいのみであつた。また,わ

れ われ1)が 結核菌 の死菌流動 パ ラフ ィン感作 モルモ ッ ト

について行 つた成績 では,反 応の最 大時 は18～21時 間後

において認 め られた。 というが今 回,各 菌株 感作 にによる

種 々のア レルギ ーの動物 について調べた という,感 作後

4週 頃 のいまだア レルギ ーの充分 に発現 しない時 には,

群別 にによ る差 はな く,す べ て,12時 間に反応 の最大値が

あ り,そ の後漸 減 していたが,8週 以後 において,群 に

よるア レルギ ーに差が生 ず ると反応 の最大 に達す る時 間

に も差が み られ,一 般 にに反応 の強 い ものではその反応 の

最大時が ややお くれ18時 間 となつた。 しか し,反 応 の弱

い もので は4週 と大差 なかつ た。次で,経 過 の進 むににつ

れ,反 応 の最大時 に達す る時 間は さらにお くれ,24週 で は

24時 間 における反応が最 も大 きかつ た。 また,反 応 の消

失 もいの時期で はやや お くれ る傾向が み られ た。 いれは

24時 間 と48時間 とによる反応差で も明 らか に見 られ たい

とで ある。 なお,対 照群 にお ける非特異反応 はいずれの

時期 におい て も48時間 に至れ ばほ とんど消失 してい た。

要す るにに,反 応 の強 い もの と弱い もの とを比 ぶるに感作

後20週 以後で はその最大時 に達す る時間 は前者 は後者 よ

りややお くれ,24時 間 と48時 間 との反応差 も少 な くなつ

てい る。

V結 言

各菌株感染後4,8,12お よび24週 におい てOT1,000

倍稀釈液注射後6～12時 間毎 に反応 の大 きさを測定 した

結果,

1.反 応 の最大時 は群 によつ て多少差 はあるが,4週

で は12時 間,8週 で は18時 間,12お よび24週 で は24時 間

で あつ て,週 を経過す るに従い,幾 分お くれ てゆ く傾向

が み られ た。

2.群 別 をみるにに,18-bお よびBCG群 な らび にH2

群で も菌量の少ない もの(III群 お よびIV群 等 においては

24時 間後やや急 に反応は消失す る も,死 菌流 動パ ラフィ

ンお よびH21mg等 の群 では反応の消失 は徐 々であ る。

3ま た,感 作 後の時期 について24時 間 と48時 間 とにに

よる反応の差 をみ るに20週 以降,両 者のひ としい ものあ

るいは48時 間値の大 きい ものが,多 くなつていた。

稿 を終 るに当 り御指導 を賜 つた柳沢 部長に感謝 す る。
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